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キャンプ協会の星野氏に、久
しぶりに見るオリエンテー
リングの状況について感想
を綴っていただいた。 
静岡県朝霧野外活動センタ
ーは本年度より日本キャン
プ協会が委託運営を行なっ
ている。「これまでにない施
設独特の行事を！」そう考え
た同センターが採用したの
は、オリエンテーリング・ロ
ゲイニングだった。 
 
 
久しぶりのオリエンテーリング 
私たち（社）日本キャンプ協会が指
定管理者となっている朝霧野外活動セ
ンターでは、昨年秋、オリエンテーリ
ングin朝霧という行事を主催しました。
初日の夜は、私も楽しみにしていた村
越先生の講義や田中さんのアドベンチ
ャーレース紹介など、楽しく受講させ
ていただきました。村越先生の講義で
は本当に久しぶりに地図を読みました。
細かな地図記号などはすっかり忘れて
いましたが、等高線の尾根や谷筋など
の見分けは結構出来ていて、アシスタ
ントの宮内さんにほめられ、うれしく
なりました。もしかすると学生の頃に
地図を見た記憶が残っていたのかも知
れません。 
 
 

オリエンテーリングの思い出 
私はこれまで、三回ほどオリエンテ
ーリングやその世界の人たちに出会っ
たことがあります。今回、村越先生か
ら原稿を依頼され、あれこれと思い出
しました。 
 
最初に OL と出会ったのが今から 30
年以上前、学生の頃です。当時、研究
室の先輩大学院生に橘さん（橘直隆先
生：筑波大教員で現 OL協会副会長）が
いて、親しい先輩でもあったので、よ
く連れられて一緒にOL大会に参加して
いました。確か、1974年頃から 3年間
ほどだったと思います。そのころの地
図が今でも10枚ほど手元にあったので、
調べてみましたら、多摩 OLクラブなど

が主催して行っていた狭山湖周辺や飯
能あたりの大会にH21Aというクラスで
出ていました。成績はいつもいま一で
したが、とても楽しい思い出として残
っています。 
 
2 回目の出会いは、20年ほど前、1985
年の夏です。私が 1 年間アメリカで在
外研究している折り、前に述べた橘さ
んが日本のOL選手団をカナダのトロン
トに連れて来るという連絡をいただい
たので、イリノイ州から車でトロント
まで会いに行きました。日本から来た
皆さんは確か、ヨーク大学の宿舎に泊
まっておられたように記憶しています。
数日間ご一緒させていただき、カナダ
での OL大会の様子も、垣間見ることが
できました。 
 

ロゲイニングを見て 
そして、今回です。ロゲイニングと
いうのは初めて聞く言葉で、一体どの
ような内容のものなのか、興味津々で
したが、前夜に行われた田中さんのア
ドベンチャーレースの話や、翌日集ま
ってきたグループの面々や、準備して
いる様子を見ているうちに、だんだん
想像がついてきました。 
 
ところが、スタートを見送った直後
に、その日の地図を村越先生から渡さ
れてビックリ。長年、キャンプや指導
者養成などで、この朝霧周辺をくまな
く歩き回り、だいたい周辺地形が頭に
入っているので、地図を渡されて見た
瞬間、驚いてしまいました。「え！こん
な遠くまで、こんなにたくさんあるん
ですか？」「・・・まてよ、もしかして、
これって全部回って来るグループもい
るんですか？」「でも、このポイントっ
て、あの尾根の上でしょう？」「無理な
んじゃないですか？！」と次から次へ
と矢継ぎ早に村越先生に聞いていまし
た。そしたら、あっさりと「速いグル
ープは回ってくるでしょう、世界選手
権にも出ているメンバーですから」と
のお答え、ただただもうビックリでし
た。そうしたら本当に時間内に全部回
って帰ってくるグループがいるんです
ね。さらに個人でオープン参加トライ
した講師の松澤先生も全部回って帰っ
てきましたから、いやはや、ほんとに、
すごい人たちがいますね。参りました。 
 
 

ロゲイニングの可能性 
さて、個人的な感想ですが、今回こ
の事業を見ていて、ロゲイニングに野
外活動プログラムとしての新たな可能
性を感じました。ウォークラリー、オ
リエンテーリング、アドベンチャーレ
ース、それぞれの面白さがミックスさ
れていて、しかも、ファミリーからト
ッププロの競技選手まで、やり方次第
で幅広く対応でき、それぞれのレベル
に応じた楽しみ方が可能だということ
が見ていて良くわかりました。現に当
日も、小学生の兄弟を連れた数組のフ
ァミリーは、施設周辺をゆったりとま
わって楽しんで帰って来られました。
こういう楽しみ方もありだなと思いま
した。 
 
また、競技やスポーツとしてばかり
でなく、学校教育や教育施設でのプロ
グラムとしても、地図読みとナビゲー
ション、グループでの課題解決とチー
ムワーク、ルートプラニングと地図ク
イズ、など、やり方やアイディア次第
であれこれと新たな方法やプログラム、
楽しみ方が考えられそうです。そして、
大会のフィールドも会場として見るだ
けではなく、地域との連携や地域活性
化に繋げるという視点でコースセッテ
ィングや地域とのコミュニケーション
なども考えていくと、地域と人とプロ
グラムの新たなつながりを生み出すこ
とになるのではないかとも感じました。 
 
業界全体でオリエンテーリングの振
興を図るためには、それを振興する団
体の組織運営をどうするかという視点
がもちろん大事ですが、同時に、時代
にあった活動のあり方や考え方をどの
ように組織が柔軟に取り入れていくか
も重要な課題となっているような気が
します。今回、そのようなことを感じ
た二日間でした、ありがとうございま
した。 

（星野敏男） 
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